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在宅教育の取組状況について
令和２年８月７日

学 校 教 育 課

特別支援教育推進室

１ 県立高等学校の取組

１ 取組内容

・各校においては、「県立学校における在宅教育に関するガイドライン（中学校・高

等学校編）」を踏まえて、レポート課題や教科書内容に準拠した課題を中心に在宅

教育に取り組んだ。

・５月以降、授業動画の配信を行うことで、学習支援の充実につなげた。（別紙参照）

２ 在宅教育に取り組んだことによる利点

・在宅教育に取り組んだことにより、学校におけるＩＣＴ教育が推進された。

・課題や動画の作成を通じて、教員間での情報交換等が活性化された。

３ 在宅教育に取り組む上での課題

・ネット環境が不十分な生徒への対応について、端末の貸出を含めて苦慮した。

・動画の作成やＧＳｆＥの活用について、教員間でスキルの差がある。
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４ 「G Suite for Education」の活用による学習状況の把握

・Google社の端末を貸与した学校に、以下の(1)～(3)について、調査を行った。

【調査対象校 ６校】

普通科：西の京、平城、登美ケ丘

農業科・工業科：吉野

商業科：奈良情報商業

福祉科：榛生昇陽

(1) ＧＳｆＥの活用内容と利点について

①小テスト（学習課題の理解をはかるもの） 活用内容の割合

・客観的なデータとして、生徒の学習進捗度を容易に把握できる。

②アンケート（学習課題についての自己評価や学習理解度の調査等）

・生徒の学習理解度や今後の課題について、即座に知ることができ、集約が容易

である。

③課題の配布や回収

・課題の回収について、提出者の確認が容易である。

④双方向のやりとり（Meetの活用等）

・個人面談の実施や生徒の質問に対する返答など多方面で活用できる。

(2) ①から④に取り組む上での課題について

・スマホを使用している生徒が多くいたが、スマホは端末として画面が小さいため、

使いにくい。

・各家庭により、通信環境が異なるため、インターネットに接続できない生徒への

対応に苦慮した。

・ＧＳｆＥを活用するための生徒のスキルアップとともに、教員のスキルアップも

必要である。

(3) (2)の課題への対応及び評価につなげるための工夫について

・貸与された端末を活用した。

・ＧＳｆＥを活用する上でのトラブルに対しては、電話での対応を基本とした。

・校内で、ＧＳｆＥについての研修会を開催した。

・小テスト、課題について、評価規準を生徒に示している。

２ 特別支援学校の取組

１ 動画配信等の取組

○動画による各教科の授業や特別活動（全校種）

○オンラインシステムを活用した同時双方向型授業（肢体不自由、病弱、知的障害）

○新入生に向けた動画による校内施設等案内 （全校種）

（学習内容例）

・動画による手作りフェイスシールドの作り方、手洗いの方法、健康指導

・ダンス、ストレッチ等の運動

・動画によるクラス紹介やクラブ紹介

・タブレット端末を活用した遠隔でのホームルーム 等
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・各校においては、「県立学校における在宅教育に関するガイドライン（特別支援学

校編）」及び各児童生徒等の個別の指導計画を基に、学習のねらいと対象となる児

童生徒の実態に応じた動画を作成した。（例 盲学校（音声の配信）、ろう学校（手

話や文字による動画）、肢体不自由、知的特別支援学校（自立活動を中心とした動

画）等）

２ 動画配信等取組の工夫

・プリント学習を併用することにより、児童生徒の学習理解が深まるように工夫。

・保護者や児童生徒等の感想を聞き取り、 伝え方の工夫や視覚支援の用い方等、次

回の動画作成に反映させた。

３ 今後の方向性

・オンラインの授業の質を向上させる。

・各学校の取組について学校間で情報の共有ができるようにする。

・臨時休校の場合だけでなく、長期休業期間の課題等にも活用していくことを検討す

る。

３ 在宅教育の今後の方向性及び課題への対応

・今後も感染状況の変化により再び在宅教育の実施が必要となることも考えられること

から、動画配信を含めたオンラインの活用を継続する。

・オンラインの活用や「反転授業」により、授業の質や進度を確保する。

○授業動画の作成方法・ＧＳｆＥの活用方法について

→ 教育研究所にて、ＧＳｆＥ研修を開催

○ネット環境について

→ 生徒用貸出モバイルルータの整備

○学習課題が不十分な生徒への対応について

→ 学習指導員等の活用
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